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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第２四半期
連結累計期間

第50期
第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

第50期
第２四半期
連結会計期間

第49期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 12,673,72912,558,2926,314,5455,876,20626,082,998

経常利益（千円） 779,435 519,138 374,474 222,1041,399,770

四半期（当期）純利益（千円） 246,127 188,454 157,764 146,822 478,733

純資産額（千円） － － 6,870,8747,254,4627,123,552

総資産額（千円） － － 21,236,08220,716,04621,153,448

１株当たり純資産額（円） － － 548.33 578.53 565.77

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.50 17.23 14.42 13.42 43.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 28.2 30.5 29.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
632,088 474,154 － － 1,680,028

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△63,248△104,181 － － △104,121

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△577,736△204,388 － － △1,484,681

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 768,4261,034,133868,548

従業員数（人） － － 523 557 512

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

４．第50期第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 557 (79)

 （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、

当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 236 (2)

 （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、

当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しておりますが、結果として、セグメント区分に変更はないため、前年同四半期と比較しております。

　

(1) 生産実績

　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため、「生産の実績」は記載しておりません。

(2) 受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

建設事業 2,038,381 88.2 2,368,014 58.3

設備事業 697,368 107.9 682,309 100.1

住宅事業 2,972,434 102.1 9,383,967 99.3

合計 5,708,184 97.3 12,434,291 87.6

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

建設事業（千円） 2,093,286 90.4

設備事業（千円） 771,723 86.2

住宅事業（千円） 2,734,915 98.1

不動産賃貸事業（千円） 185,268 83.7

報告セグメント計（千円） 5,785,194 93.0

その他事業（千円） 91,012 94.8

合計（千円） 5,876,206 93.1

　（注）１．セグメント間の取引は、相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当

該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

大阪ガス株式会社 1,197,410 19.0 1,045,598 17.8

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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　なお、参考となります連結財務諸表提出会社単独の事業の概況は次のとおりであります。

①　受注工事高、完成工事高及び繰越工事高 

　 区分
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越
工事高
（千円）　

前第２四半期累計期間

（自 平成22年１月１日

　至 平成22年６月30日）

建設 3,730,055　 3,982,549　 7,712,604　 3,648,055　 4,064,549　
設備 726,616　 1,401,602　 2,128,218　 1,460,401　 667,816　
住宅 232,821　 397,427　 630,248　 402,840　 227,408　

計 4,689,493　 5,781,578　 10,471,072　 5,511,297　 4,959,774　

当第２四半期累計期間

（自 平成23年１月１日

　至 平成23年６月30日）

建設 3,048,748　 3,247,344　 6,296,092　 3,928,078　 2,368,014　
設備 813,934　 1,262,784　 2,076,718　 1,411,713　 665,005　
住宅 157,494　 197,402　 354,897　 226,854　 128,043　

計 4,020,177　 4,707,531　 8,727,708　 5,566,646　 3,161,062　

前事業年度
（自 平成22年１月１日　
　至 平成22年12月31日）

建設 3,730,055　 6,784,009　 10,514,065　 7,465,317　 3,048,748　
設備 726,616　 2,965,048　 3,691,665　 2,877,730　 813,934　
住宅 　232,821669,235　 902,056　 744,561　 157,494　

計 　4,689,49310,418,293　 15,107,787　 11,087,609　 4,020,177　

　（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合、期中受注工事高にそ

の増減額を含めております。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２. 期末繰越工事高は（期首繰越工事高+期中受注工事高－期中完成工事高）であります。

　

②　受注工事高　

期別　 区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

前第２四半期会計期間

（自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日）　

建設 　836,908 　1,474,595 2,311,504　

設備 　4,250 　578,650 582,901　

住宅 　－ 　187,183 　187,183

計 　841,159 　2,240,429 3,081,589　

当第２四半期会計期間

（自 平成23年４月１日

　至 平成23年６月30日）　

建設 　282,750 　1,755,630 2,038,381　

設備 　64,353 　581,036 645,390　

住宅 　85 　98,966 　99,051

計 　347,189 　2,435,633 2,782,823　

　（注）１．受注工事高のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

前第２四半期会計期間　 　

　 兵庫県　 県営西宮今津住宅第２期建築工事　　

　 姫路市　 飾磨増補幹線（第５工区）下水道及び同工事に伴う付帯工事　

　 山陽電気鉄道㈱　 （仮称）狩口台介護付有料老人ホーム新築工事　

当第２四半期会計期間　 　

　 姫路市 姫路市香寺事務所改修（建築）工事

　 医療法人東和会 医療法人東和会第一東和会病院増改築工事

　 ㈱ホープ　 ケアサービス神姫あおやま新築工事

　

EDINET提出書類

美樹工業株式会社(E00315)

四半期報告書

 5/35



③　完成工事高

期別　 区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

前第２四半期会計期間

（自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日）　

建設 　977,074 1,338,141　 　2,315,215

設備 　113,357 　637,343 　750,700

住宅 －　 　213,366 213,366　

計 1,090,431　 　2,188,851 3,279,283　

当第２四半期会計期間

（自 平成23年４月１日

　至 平成23年６月30日）　

建設 　871,474 1,221,503　 　2,092,977

設備 　66,722 　520,587 　587,310

住宅 85　 　102,171 102,256　

計 938,281　 　1,844,262 2,782,544　

　（注）１．完成工事高のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

前第２四半期会計期間 　

　 近畿地方整備局　 国道４３号西宮維持出張所管内遮音壁設置工事　

　 兵庫県　 市川水管橋耐震補強工事　

　 神戸市　 見津が丘特１高区配水池築造工事　

　 国立大学法人神戸大学　 神戸大学（楠）総合研究棟（医学系・Ⅲ期）改修機械設備工事

　 社会福祉法人聖ミカエル保育園　 聖ミカエル保育園建替工事　

　 ㈱ホンダ四輪販売山陽　 ホンダカーズ山陽太子中央店増築工事　

当第２四半期会計期間 　

　 大阪府 大阪府営高槻深沢第４期高層住宅新築工事（第２工区）

　 社会福祉法人みどり福祉会 社会福祉法人みどり福祉会　老人保健施設ハイマート増築工事

　 ㈱ホープ ㈱ホープ南畝町テナント工事

　 ㈱コスモス薬品 ドラッグコスモス堂本店新築工事

２．完成工事高に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりであ

ります。

前第２四半期会計期間 　 　

　 大阪ガス㈱ 1,162,823千円 35.5％

　 兵庫県　 427,509千円 13.0％

　 神戸市　 334,009千円 10.2％

当第２四半期会計期間 　 　

　 大阪ガス㈱ 1,012,980千円 36.4％

　 大阪府 452,321千円 16.3％
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④　繰越工事高（平成23年６月30日現在）

区分 官公庁（千円） 民間（千円） 計（千円）

建設 447,302 1,920,712 2,368,014

設備 6,364 658,641 665,005

住宅 － 128,043 128,043

計 453,666 2,707,396 3,161,062

　（注）繰越工事のうち請負金額１億円以上のものは、次のとおりであります。

　 （発注者）　 （工事名称）　

　 近畿地方整備局 国道４３号東本町西歩道橋改良工事

　 兵庫県 県営西宮今津住宅第２期建築工事

　 姫路市 飾磨増補幹線（第５工区）下水道及び同工事に伴う付帯工事

　 姫路市 姫路市香寺事務所改修（建築）工事

　 医療法人東和会　 医療法人東和会第一東和会病院増改築工事　

　 ㈱兵庫県臨床検査研究所 株式会社兵庫県臨床検査研究所本社新築工事

　 ㈱ホープ　 ケアサービス神姫あおやま新築工事

　

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

 

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであります。　

　

(1) 経営成績の分析 

 

当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績につきましては、前年同期と比較して完成工事が少な

かったことによる影響等から、売上高は前年同期比6.9％減の5,876,206千円となりました。

利益につきましては、売上高の減少に加えて、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブ

ライフにおいて人員の増加等に伴い販売費及び一般管理費が増加したことにより、連結営業利益は前年同期比40.3

％減の222,852千円、連結経常利益は前年同期比40.7％減の222,104千円となりました。また、連結四半期純利益につ

きましては、提出会社において連結子会社である株式会社リブライフの株式を取得したことに伴い負ののれん発生

益を特別利益に計上した影響等から、前年同期比6.9％減の146,822千円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業損益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

　

 

＜建設事業＞ 

建設事業セグメントに関しましては、導管敷設工事において前年同期と比較して大口工事の完成が少なかったこ

とや、土木工事において前年同期に大型物件の完成があった影響から、建設事業セグメントといたしましては、売上

高は前年同期比9.6％減の2,093,286千円、営業利益は前年同期比28.3％減の165,390千円となりました。 

 

＜設備事業＞ 

設備事業セグメントに関しましては、提出会社において前年同期には大型物件の完成があったこと等から、売上

高は前年同期比13.8％減の771,723千円、営業利益は連結子会社である三樹エンジニアリング株式会社において収

益性の高い物件の完成により、前年同期比16.9％増の62,443千円となりました。

 

＜住宅事業＞ 

住宅事業セグメントに関しましては、提出会社及び連結子会社である株式会社リブライフにおいて、受注が低調

に推移した影響から、売上高は前年同期比1.9％減の2,734,915千円となりました。営業利益につきましては、売上高

の減少に加えて連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフにおいて、人員の増加等に

伴い販売費及び一般管理費が増加した影響により、営業損失34,920千円（前年同期　営業利益53,489千円）となり

ました。 

 

＜不動産賃貸事業＞ 

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、賃貸物件の仲介手

数料売上が減少したこと等により、売上高は前年同期比16.3％減の185,268千円、営業利益は前年同期比10.9％減の

22,996千円となりました。

 

＜その他事業＞ 

その他事業セグメントに関しましては、提出会社において運営するパブリックゴルフ場が雪の影響から営業開始

時期が前年より遅かったことから、売上高は前年同期比5.2％減の91,012千円、営業利益は前年同期比45.3％減の

2,960千円となりました。

　

なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しておりますが、結果として、セグメント区分に変更はないため、前年同四半期と比較して

おります。
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(2) 財政状態の分析

 

① 資産

 

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、たな卸資産及び受取手形・完成工事未収入金等の

減少等により、20,716,046千円（前連結会計年度末は21,153,448千円）となりました。

 

② 負債

 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、支払手形・工事未払金等、長期借入金及び短期借入

金の減少等により、13,461,583千円（前連結会計年度末は14,029,896千円）となりました。

 

③ 純資産 

 

　当第２四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、四半期純利益による利益剰余金の増加等により、

7,254,462千円（前連結会計年度末は7,123,552千円）となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

 

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、第１四半期連結会計期間末に比べ、営業活動により

172,707千円が増加しましたが、投資活動により30,019千円、財務活動により581,085千円が減少した結果、当第２四

半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、438,397千円減少し、1,034,133千円

となりました。

　

　主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少698,190千円及び

未成工事受入金の減少294,705千円等の減少要因がありますが、売上債権の減少606,243千円、たな卸資産の減

少437,124千円及び税金等調整前四半期純利益259,380千円等により、資金は172,707千円の増加（前年同期は

216,751千円の減少）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入

85,004千円の増加要因がありますが、有形固定資産の取得による支出110,390千円等により、資金は30,019千円

の減少（前年同期は26,285千円の減少）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減額350,000千円

及び長期借入金の返済による支出181,010千円等により、資金は581,085千円の減少（前年同期は705,727千円

の減少）となりました。

 　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容
投資予定金額

資金調
達方法

着手及び完了予定年月
総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

提出会社 千葉県松戸市 不動産賃貸 賃貸施設 700,0003,000借入金 平成23年6月平成24年10月

（注）　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,532,630 11,532,630

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

計 11,532,630 11,532,630 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

－ 11,532,630 － 764,815 － 705,825
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（６）【大株主の状況】

 平成23年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三木　茂克 兵庫県姫路市 2,339 20.28

有限会社フレンド商会 兵庫県姫路市東辻井２丁目３-10 706 6.13

三木　佳美 兵庫県姫路市 593 5.15

美樹工業社員持株会 兵庫県姫路市東延末二丁目50番地 285 2.47

黒田　幸三 兵庫県姫路市 269 2.33

平野　勝也 兵庫県姫路市 268 2.32

三木　博也 兵庫県姫路市 241 2.09

中田　純夫 兵庫県姫路市 235 2.04

白石　満雄 埼玉県久喜市 227 1.96

三木　立子 兵庫県姫路市 206 1.78

計 － 5,374 46.59

　（注）上記のほか、自己株式が594千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 594,000 －
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,924,000 10,924 同上

単元未満株式 普通株式 14,630 － 同上

発行済株式総数 11,532,630－ －

総株主の議決権 － 10,924 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれておりま
す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

  

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地

594,000 － 594,000 5.15

計 － 594,000 － 594,000 5.15
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成23年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 209 208 208 211 210 215

最低（円） 200 200 146 201 206 203

 （注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

 

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　

役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役 導管事業本部本部長 常務取締役 導管事業本部本部長 上迫　良人 平成23年４月１日

常務取締役 管理本部本部長 取締役 － 中田　純夫 平成23年４月１日

　

なお、当社は業務執行役機能の強化等を目的に執行役員制度を導入しております。

平成23年８月12日現在の執行役員は９名で、代表取締役社長　岡田　尚一郎、専務取締役　上迫　良人、常務取締役　小

西　克典、常務取締役　濱　隆彦、常務取締役　中田　純夫、取締役　大谷　恵一、岡　祐介、永安　治夫、魚澤　誠治で構成さ

れております。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 564,773 572,256

受取手形・完成工事未収入金等 1,467,656 ※5
 1,492,955

たな卸資産 ※1, ※3, ※4
 5,017,340

※1, ※4
 5,697,915

繰延税金資産 172,287 171,819

未収還付法人税等 － 15,632

その他 733,535 642,525

貸倒引当金 △11,655 △11,892

流動資産合計 7,943,938 8,581,212

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,210,246 4,283,907

機械・運搬具（純額） 22,087 25,728

工具器具・備品（純額） 713,100 699,316

土地 ※3
 6,093,018 5,910,578

リース資産（純額） 411,620 385,125

建設仮勘定 44,185 3,551

有形固定資産合計 ※6
 11,494,260

※6
 11,308,207

無形固定資産 28,799 29,389

投資その他の資産

投資有価証券 466,097 474,866

破産更生債権等 3,261 199,157

繰延税金資産 237,681 234,577

その他 618,682 598,543

貸倒引当金 △76,675 △272,505

投資その他の資産合計 1,249,047 1,234,639

固定資産合計 12,772,108 12,572,236

資産合計 20,716,046 21,153,448
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,234,571 1,709,772

短期借入金 2,670,000 2,800,000

1年内返済予定の長期借入金 754,040 680,748

リース債務 154,602 137,209

未払法人税等 129,873 325,105

未成工事受入金 1,663,899 1,729,401

賞与引当金 121,907 110,531

役員賞与引当金 － 16,500

完成工事補償引当金 189,166 201,625

工事損失引当金 ※4
 33,425

※4
 21,600

その他 704,696 637,789

流動負債合計 7,656,182 8,370,284

固定負債

社債 800,000 600,000

長期借入金 3,808,067 4,030,886

リース債務 254,193 256,110

退職給付引当金 250,226 234,413

役員退職慰労引当金 233,198 240,695

資産除去債務 162,652 －

その他 297,062 297,506

固定負債合計 5,805,400 5,659,611

負債合計 13,461,583 14,029,896

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 4,977,288 4,832,587

自己株式 △107,829 △107,829

株主資本合計 6,340,098 6,195,397

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,934 △6,801

評価・換算差額等合計 △11,934 △6,801

少数株主持分 926,298 934,957

純資産合計 7,254,462 7,123,552

負債純資産合計 20,716,046 21,153,448
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 12,673,729 12,558,292

売上原価 9,660,051 9,653,769

売上総利益 3,013,678 2,904,522

販売費及び一般管理費 ※1
 2,208,787

※1
 2,367,207

営業利益 804,890 537,314

営業外収益

受取利息 6,147 5,612

受取配当金 2,439 2,777

受取保険金 － 7,281

持分法による投資利益 150 －

その他 26,297 14,321

営業外収益合計 35,035 29,992

営業外費用

支払利息 46,835 35,851

社債利息 2,056 2,100

持分法による投資損失 － 426

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 8,599 6,789

営業外費用合計 60,490 48,168

経常利益 779,435 519,138

特別利益

前期損益修正益 ※2
 72,730 －

固定資産売却益 1,207 4

貸倒引当金戻入額 315 －

会員権売却益 － 2,837

負ののれん発生益 － 26,827

受取和解金 － 11,000

特別利益合計 74,252 40,668

特別損失

固定資産除却損 1,688 4,363

貸倒引当金繰入額 2,828 －

投資有価証券評価損 15,959 －

完成工事補償引当金繰入額 164,082 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 141,232

特別損失合計 184,558 145,595

税金等調整前四半期純利益 669,129 414,211

法人税、住民税及び事業税 365,876 198,922

過年度法人税等 19,307 －

法人税等合計 385,183 198,922

少数株主損益調整前四半期純利益 － 215,289

少数株主利益 37,818 26,834

四半期純利益 246,127 188,454
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,314,545 5,876,206

売上原価 4,856,640 4,495,751

売上総利益 1,457,905 1,380,455

販売費及び一般管理費 ※
 1,084,608

※
 1,157,602

営業利益 373,296 222,852

営業外収益

受取利息 2,659 3,030

受取配当金 2,439 2,777

受取保険金 － 7,281

持分法による投資利益 2,646 －

その他 22,279 7,519

営業外収益合計 30,026 20,609

営業外費用

支払利息 23,309 17,794

社債利息 983 1,063

持分法による投資損失 － 153

その他 4,556 2,345

営業外費用合計 28,849 21,356

経常利益 374,474 222,104

特別利益

固定資産売却益 － 4

貸倒引当金戻入額 315 －

負ののれん発生益 － 26,827

受取和解金 － 11,000

特別利益合計 315 37,831

特別損失

固定資産除却損 1,687 555

貸倒引当金繰入額 2,828 －

投資有価証券評価損 15,959 －

特別損失合計 20,475 555

税金等調整前四半期純利益 354,313 259,380

法人税、住民税及び事業税 181,082 123,283

過年度法人税等 1,001 －

法人税等合計 182,083 123,283

少数株主損益調整前四半期純利益 － 136,097

少数株主利益又は少数株主損失（△） 14,465 △10,724

四半期純利益 157,764 146,822
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 669,129 414,211

減価償却費 225,898 240,308

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,945 △196,067

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,296 11,376

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,000 △16,500

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 162,765 △12,459

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 11,825

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,237 15,813

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,200 △7,496

受取利息及び受取配当金 △8,587 △8,389

支払利息及び社債利息 48,891 37,952

持分法による投資損益（△は益） △150 426

固定資産売却損益（△は益） △1,207 △4

固定資産除却損 1,688 4,363

投資有価証券評価損益（△は益） 15,959 －

前期損益修正損益（△は益） △72,730 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 141,232

負ののれん発生益 － △26,827

売上債権の増減額（△は増加） 176,358 25,298

たな卸資産の増減額（△は増加） 50,264 498,302

仕入債務の増減額（△は減少） △258,608 △475,200

未払費用の増減額（△は減少） △10,146 22,165

未成工事受入金の増減額（△は減少） △72,176 △65,502

その他 △189,259 308,176

小計 753,367 923,006

利息及び配当金の受取額 8,082 8,387

利息の支払額 △50,188 △37,945

法人税等の支払額 △76,173 △416,513

法人税等の還付額 － 219

その他の支出 △3,000 △3,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 632,088 474,154

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △51,417 △182,602

有形固定資産の売却による収入 4,518 85,004

無形固定資産の取得による支出 △1,050 △2,699

投資有価証券の取得による支出 △15,300 △299

資産除去債務の履行による支出 － △1,784

その他 － △1,800

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,248 △104,181
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △130,000

長期借入れによる収入 200,000 220,000

長期借入金の返済による支出 △477,044 △369,527

社債の発行による収入 － 197,082

リース債務の返済による支出 △48,219 △69,524

配当金の支払額 △43,806 △43,753

少数株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

財務活動によるキャッシュ・フロー △577,736 △204,388

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,896 165,584

現金及び現金同等物の期首残高 777,323 868,548

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 768,426

※
 1,034,133
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1) 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は、それぞ

れ3,760千円減少し、税金等調整前四半期純利益は144,992千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

173,823千円であります。

　

　 (2) 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会

計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10

日）を適用しております。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

 

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

　

２．一般債権の貸倒見積額の算定方法 　一般債権に係る貸倒引当金は、前連結会計年度末に算定した貸倒実績率等

から著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等

を用いて算定しております。

　

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。  

　

４．完成工事補償引当金繰入額の算定

　　方法

　完成工事補償引当金は、前連結会計年度決算において算定した完成工事高

に係る責任補修費用の実績率から著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の実績率を用いて算定しております。

　なお、特定物件については工事費の発生見込相当額を見積り、計上しており

ます。　

　

５．繰延税金資産の回収可能性の判断　 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。　

　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

（税金費用の計算）　

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。　

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１．たな卸資産の内訳は下記のとおりであります。 

 販売用不動産 3,145,450千円

 商品 19,431千円

 未成工事支出金 1,721,988千円

 材料貯蔵品 130,469千円

 　　計 5,017,340千円

※１．たな卸資産の内訳は下記のとおりであります。 

 販売用不動産 3,455,995千円

 商品 19,932千円

 未成工事支出金 2,109,430千円

 材料貯蔵品 112,557千円

 　　計 5,697,915千円

　

　２．偶発債務（債務保証等）

(1)下記の債務に対して、保証を行っております。

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン

869,260千円

 

(2)受取手形裏書譲渡高 2,288千円

　２．偶発債務（債務保証等）

(1)下記の債務に対して、保証を行っております。

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン

793,900千円

 

(2)受取手形裏書譲渡高  4,909千円

　

※３．販売用不動産の保有目的の変更 

　従来、「たな卸資産」に含まれる「販売用不動産」と

して保有していた土地の一部について、賃貸施設建設

用地に保有目的を変更したため、下記のとおり、有形固

定資産に振り替えております。

有形固定資産（土地） 182,273千円

　

―――――――

※４．工事損失引当金

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）と工事損失引当金は、相殺せずに

両建で表示しております。

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）のうち、工事損失引当金に対応す

る額は32,062千円であります。

　

※４．工事損失引当金

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）と工事損失引当金は、相殺せずに

両建で表示しております。

　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

（未成工事支出金）のうち、工事損失引当金に対応す

る額は15,156千円であります。

　

――――――― ※５．連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、当

連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満期

日に決済が行われたものとして処理しております。

　当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

受取手形 1,410千円

　

※６．有形固定資産の減価償却累計額

 2,541,924千円

　

※６．有形固定資産の減価償却累計額

 2,253,366千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当及び賞与 855,713千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,831千円

賞与引当金繰入額 97,346千円

役員賞与引当金繰入額 12,800千円

退職給付費用 37,625千円

　 　

　　

※２．前期損益修正益の内訳は次のとおりであります。

過年度の売上原価に係る修正額 72,730千円

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当及び賞与 877,012千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,703千円

賞与引当金繰入額 109,760千円

退職給付費用 42,604千円

貸倒引当金繰入額 1,483千円

　

―――――――

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 482,652千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,208千円

賞与引当金繰入額 △27,032千円

退職給付費用 24,578千円

　

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当及び賞与 418,609千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,541千円

賞与引当金繰入額 △23,843千円

退職給付費用 25,403千円

貸倒引当金繰入額 △4,730千円

　

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年６月30日現在）

現金預金 696,772千円

預け金 96,654千円

預入期間が３ヵ月を

超える定期預金
△25,000千円

現金及び現金同等物 768,426千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年６月30日現在）

現金預金 564,773千円

預け金 494,359千円

預入期間が３ヵ月を

超える定期預金
△25,000千円

現金及び現金同等物 1,034,133千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 普通株式　　　　　 　11,532千株

  

２．自己株式の種類及び株式数

 普通株式　　　　　　　　594千株

  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年３月23日　
定時株主総会 

普通株式 43,753 4.0 平成22年12月31日平成23年３月24日利益剰余金 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年７月28日
取締役会 

普通株式 43,753 4.0 平成23年６月30日平成23年９月１日 利益剰余金 
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 2,314,671894,9952,787,536221,31896,0226,314,545 － 6,314,545

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

850 83,560 8,703 2,325 － 95,439(95,439) －

計 2,315,521978,5562,796,240223,64396,0226,409,985(95,439) 6,314,545

営業利益 230,64853,40553,48925,812 5,408368,7644,532373,296

 
前第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

 
建設
（千円）

設備
（千円）

住宅
（千円）

不動産賃貸
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1)外部顧客に対する売上高 3,677,8751,624,0106,761,909447,229162,70412,673,729－ 12,673,729

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

850 194,54018,351 5,850 － 219,591(219,591) －

計 3,678,7251,818,5506,780,261453,079162,70412,893,321(219,591)12,673,729

営業利益又は営業損失
（△）

310,61858,655338,43986,123 △689 793,14711,743804,890

（注）１．事業区分の方法

事業は市場及び販売方法の類似性によりセグメンテーションしております。

２. 各区分に属する主要な事業の内容

区分 主要な事業の内容

建設 建築工事、土木工事、都市ガス導管敷設工事、マンション分譲

設備 給排水工事、空調衛生設備工事、ガス・住設機器工事

住宅 ユニット住宅の建築・販売、戸建住宅・宅地分譲、住宅リフォーム工事

不動産賃貸 不動産物件の賃貸及び管理

その他 パブリックゴルフ場経営、損害保険代理店業、飲食事業の経営

３．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間

（工事契約に関する会計基準）　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用して

おります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、設備事業で売上高が106,186千円増加し、

営業利益が11,702千円増加しております。

 

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。　
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社及び子会社に製品・サービス別の事業部門を置き、各事業部門は、取り扱う製品・サービスについて包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「建設事

業」、「設備事業」、「住宅事業」及び「不動産賃貸事業」の４つを報告セグメントとしております。

「建設事業」は、建築工事、土木工事、都市ガス導管敷設工事、マンション分譲を行っております。「設備事業」は、

給排水工事、空調衛生設備工事、ガス・住設機器工事を行っております。「住宅事業」は、戸建住宅及び集合住宅の建

築・販売、戸建住宅・宅地分譲、住宅リフォーム工事を行っております。「不動産賃貸事業」は、不動産物件の賃貸及

び管理を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日）

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への

売上高
3,984,4861,698,0356,318,443397,78812,398,754159,53712,558,292 　 12,558,292

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 194,92317,919 7,050219,893 － 219,893　 △219,893 －

計 3,984,4861,892,9596,336,362404,83812,618,647159,53712,778,185△219,89312,558,292

セグメント利益又

は損失（△）
261,05397,032128,01643,398529,500△1,396528,1049,209537,314

　

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への

売上高
2,093,286771,7232,734,915185,2685,785,19491,0125,876,206 　 5,876,206

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 82,840 8,570 3,825 95,235 － 95,235△95,235 －

計 2,093,286854,5642,743,486189,0935,880,43091,0125,971,442△95,2355,876,206

セグメント利益又

は損失（△）
165,39062,443△34,92022,996215,9102,960218,8703,981222,852

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パブリックゴルフ場経営、損害

保険代理店業、飲食事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

（重要な負ののれん発生益）

　当社は「住宅」及び「不動産賃貸」セグメントにおいて、連結子会社である株式会社リブライフの株式を取

得いたしました。なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は26,827千円であります。　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21

日）を適用しております。　　

　

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認め

られません。

　

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認め

られません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　共通支配下の取引等

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含

む取引の概要

（1）対象となった事業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　株式会社リブライフ

事業の内容　　　　　戸建住宅の建築・販売、不動産物件の賃貸・管理及び飲食事業

（2）企業結合日

平成23年６月１日

（3）企業結合の法的形式

株式取得

（4）結合後企業の名称

結合当事企業の名称変更はありません。

（5）取引の目的を含む取引の概要

当第２四半期連結会計期間におきまして、連結子会社である株式会社リブライフの株式を取得いたし

ました。当該取引は、当社と株式会社リブライフとの連携を強化し、協力関係を更に深め、収益力の強化・

拡大を図るために行なったものであります。

　

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。

　

３．子会社株式の取得に関する事項

（1）取得原価及びその内訳　

　現金預金による株式取得費用　48,000千円

（2）負ののれん発生益の金額及び発生原因

①負ののれん発生益の金額

26,827千円　

②発生原因

　取得した子会社株式の取得原価が、減少する少数株主持分の金額を下回ったことによるものであり

ます。　

　

　

（資産除去債務関係）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日（注）と比較して著しい

変動が認められません。 

（注）第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年

３月31日）を適用しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期

間の期首における残高と比較しております。

　

　

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

認められません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 578円53銭 １株当たり純資産額 565円77銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
　  至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
　  至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 22円50銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 17円23銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 246,127 188,454

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 246,127 188,454

期中平均株式数（株） 10,938,332 10,938,332

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
    至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
    至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14円42銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 13円42銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 157,764 146,822

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 157,764 146,822

期中平均株式数（株） 10,938,332 10,938,332

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成19年12月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じて会計処理を行っております。なお、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引

残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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２【その他】

平成23年７月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………43百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年９月１日

（注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　印

 業務執行社員  公認会計士 里見　優　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．「四半期連結財務表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用している。

２．「四半期連結財務表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は税金費用の計算

について、第１四半期連結会計期間より、年度決算と同様の方法から税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じて計算

する方法に変更を行っている。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社の

平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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